
す。

　医療機関で受けられる健康診査（委託事業）

保健センターは、母子健康手帳の交付、乳幼児健診、予防接種、がん検診、介護予防など
の事業を行い、赤ちゃんからお年寄りまで健康で心豊かに過ごせるようお手伝いいたし
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いながら、電話・メール・LINEによる相談に応じ
ます。

平日：午後8時～深夜0時

【LINE相談】

土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）：
午後6時～深夜0時
電話：(052)933-1174

　妊娠・出産・子育てに関する各種相談に応じたり、必要な情報提供・アドバイスを
行っています。

不育症・不妊症
電話相談

電話：(052)933-1174

（祝日･年末年始（12/29～1/3）を除く）

育児と介護の両立が大変。

4 8 3  ー 68 1 1

健診

●親子の歯の健康教室
健診

※子育て総合相談窓口は各区の保健センターにあります。　

子育て総合相談窓口のご案内
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　感染症の患者発生に伴う医師からの届出があった場合、その発生の状況、原因
などを明らかにし、必要な場合には患者への入院勧告・接触者の健康診断を実施
するなど、感染症が広がるのを防いでいます。

　予防接種には、法律で市町村が接種を行うことが
定められている定期予防接種と、それ以外の任意予
防接種があります。
　名古屋市では定期予防接種を実施するとともに、一部の任意
予防接種について、助成制度を設けています。
　名古屋市が実施する予防接種は以下のとおりです。市内の
指定医療機関等で接種できます。各予防接種の対象者や料金
等の詳細は、お住まいの区の保健センターへお問い合わせくだ
さい。

へ

広が

料金：肺がん検診の自己負担金５００円（免除制度あり）

　対象：市内に住民登録があり、過去にC型・B型肝炎ウイルス検査を受けたことがない方

　エイズとは、 ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）によって身体の免疫が低下し、本来なら
自分の力で抑えられる病気を発症してしまう状態をいいます。
　ＨＩＶ感染症（エイズ）は、検査を受けて早く感染を知り、きちんと治療を受ければ、これまでどおりの
日常生活を送ることができます。
　ＨＩＶ感染は検査を受けないとわかりません。また、梅毒等の性感染症に感染するとＨＩＶに感染しや
すくなります。
　保健センターでは、ＨＩＶ及び性感染症検査を実施しています。また、正しい知識の普及と感染不安の
解消等を目的とした対策をすすめています。

BCG、小児肺炎球菌、B型肝炎、麻しん・風しん
(MR) 、水痘、日本脳炎、二種混合（ジフテリア・
破傷風）、子宮頸がん、ロタウイルス、五種混合（ジ
フテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

インフルエンザ、高齢者肺炎球菌、新型コロナ
ウイルス感染症、帯状疱疹

HIV/エイズ・性感染症対策

手洗い 食事 睡眠

　ＨＩＶ・性感染症の感染が心配な方は、検査を受けましょう。市内の保健センターでは、無料、匿名で
ＨＩＶ・性感染症（梅毒・クラミジア）の検査が受けられます。保健センター以外の場所でも検査を実施し
ています。詳しくは、保健センターへお問い合わせください。
　また、エイズ・性感染症に関しての不安や質問にお答えしています。お名前をうかがわない匿名による
相談ができます。

結核患者の接触者の方に対し、IGRA検査（血液検査）などを実施し、他への感染防止を図っています。
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①問診
②胸部エックス線検査
問診の結果必要な方には喀痰
細胞診も実施

①問診　②視診　③内診
④頸部細胞診

　検診も実施
問診の結果必要な方には体がん

・保健センター
・市内の協力医療機関
　　　　　　　　　　                 等

　ピロリ菌検査

対　　象

年度末時点で20～39歳の市民
（受診回数は1人1回）

①問診
②ピロリ菌抗体検査（血清）・市内の協力医療機関

　胃がんのリスクであるピロリ菌の感染を確認するピロリ菌検査を無料で実施しています。
実施場所 内容等

　胃がんリスク検査

対　　象

年度末時点で40～59歳の市民
（受診回数は１人１回）

①問診　②ピロリ菌抗体検査（血清）
③ペプシノゲン検査（血清）・市内の協力医療機関

　将来胃がんとなるリスクを把握する検査を５００円で実施しています。
実施場所 内容等

　腹部超音波スクリーニング検査

対　　象

年度末時点で50歳以上の市民 ①問診
②腹部超音波スクリーニング検査（エコー検査）・市内の協力医療機関

　身体への負担が少なく、1回の検査で複数の臓器をさまざまな角度から確認することができる腹部超音波
スクリーニング検査を５００円で実施しています。

実施場所 内容等

　職場等でがん検診を受ける機会のない市民を対象に、一つの検診につきワンコイン(500円。 免除制度あり）
でがん検診を実施しています。

　特定の年齢の方を対象として、例年6月頃にがん検診の自己負担金が無料となる無料クーポン券を配付して
います。

事　業 対　象

大腸がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方

肺がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方

子宮頸がん検診 本年度の4月1日時点で20・25・30・35・40歳の女性の方

乳がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の女性の方

前立腺がん検診 本年度の4月1日時点で50・55・60歳の男性の方

胃がん検診
本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方
※40・45歳の方はエックス線検査のみ、50・55・60歳の方はエックス線検査と内視鏡検査のどちら
かを選択して受診することができます。

・市内の協力歯科医療機関

本年度の4月1日時点で20･25･30･35･40･
45･50･55･60･65･70･75･80歳の方

・市内の協力医療機関本年度の4月1日時点で40･45･50･55･60･
65･70歳の女性の方



①問診
②胸部エックス線検査
問診の結果必要な方には喀痰
細胞診も実施

①問診　②視診　③内診
④頸部細胞診

　検診も実施
問診の結果必要な方には体がん

・保健センター
・市内の協力医療機関
　　　　　　　　　　                 等

　ピロリ菌検査

対　　象

年度末時点で20～39歳の市民
（受診回数は1人1回）

①問診
②ピロリ菌抗体検査（血清）・市内の協力医療機関

　胃がんのリスクであるピロリ菌の感染を確認するピロリ菌検査を無料で実施しています。
実施場所 内容等

　胃がんリスク検査

対　　象

年度末時点で40～59歳の市民
（受診回数は１人１回）

①問診　②ピロリ菌抗体検査（血清）
③ペプシノゲン検査（血清）・市内の協力医療機関

　将来胃がんとなるリスクを把握する検査を５００円で実施しています。
実施場所 内容等

　腹部超音波スクリーニング検査

対　　象

年度末時点で50歳以上の市民 ①問診
②腹部超音波スクリーニング検査（エコー検査）・市内の協力医療機関

　身体への負担が少なく、1回の検査で複数の臓器をさまざまな角度から確認することができる腹部超音波
スクリーニング検査を５００円で実施しています。

実施場所 内容等

　職場等でがん検診を受ける機会のない市民を対象に、一つの検診につきワンコイン(500円。 免除制度あり）
でがん検診を実施しています。

　特定の年齢の方を対象として、例年6月頃にがん検診の自己負担金が無料となる無料クーポン券を配付して
います。

事　業 対　象

大腸がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方

肺がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方

子宮頸がん検診 本年度の4月1日時点で20・25・30・35・40歳の女性の方

乳がん検診 本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の女性の方

前立腺がん検診 本年度の4月1日時点で50・55・60歳の男性の方

胃がん検診
本年度の4月1日時点で40・45・50・55・60歳の方
※40・45歳の方はエックス線検査のみ、50・55・60歳の方はエックス線検査と内視鏡検査のどちら
かを選択して受診することができます。

・市内の協力歯科医療機関

本年度の4月1日時点で20･25･30･35･40･
45･50･55･60･65･70･75･80歳の方

・市内の協力医療機関本年度の4月1日時点で40･45･50･55･60･
65･70歳の女性の方



　認知症予防や運動機能、栄養、口腔等に関する介護予防教室や講演会等
を保健センターや地域にて開催します。

　健康的な生活を送るための講話や栄養・運動・生活・歯科・フレイル予防についての健康教室及び健康
づくりに関する相談を行います。

第３次

健診

　ブレスト・アウェアネス啓発事業
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づくりに関する相談を行います。

第３次

健診

　ブレスト・アウェアネス啓発事業



へ

　環境に関する講習会や自然観察会の開催など、地域に密着した普及啓発を行っています。

　各保健センターにおいて家族が集う場を設けています。

　各保健センターにおいて週１回精神科嘱託医による予約制のこころの健康相談日・うつ病家族相談日を
設けるほか、随時精神保健福祉相談員等がこころの健康、精神科への受診、治療の継続及び社会復帰などに
関する相談を行っています。

　精神疾患の初期症状や兆候への適切な対処を知り、精神疾患が
あっても安心して地域で暮らせるよう、また、精神的健康の保持推
進が図れるように精神疾患やこころの健康づくりに関する知識の
普及、啓発を行っています。

　公害認定患者の方の各種申請・届出に係る窓口業務、保健師等による家庭療養指導及び健康回復・
保持増進を図るためのリハビリテーション事業などを行っています。

　日々の生活の中でストレスを強く感じる場面が増え、こころの健康を保つことが
難しくなっています。
　また、ひきこもり、うつ、依存症などこころの健康に関する課題も多様化してい
ます。
　保健センターでは、こころの健康に関する様々な相談などの取り組みをすすめて
います。




